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(57)【要約】
【課題】クロップ範囲と方眼線との両方を分かり易く表
示できるようにする。
【解決手段】ファイダ１６内にクロップ範囲と方眼線と
を表示することのできる撮像装置であって、方眼線は複
数のセグメントにより表示され、マイクロコンピュータ
４０は、クロップ範囲と方眼線との両方を表示するとき
に、クロップ範囲を表示するとともに、クロップ範囲内
だけで方眼線を表示するようにセグメントの点灯及び消
灯を制御する。さらに、マイクロコンピュータ４０は、
方眼線を構成する線のうち、クロップ範囲に近接する線
を表示しないようにセグメントの点灯及び消灯を制御す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置にクロップ範囲と方眼線とを表示することのできる撮像装置であって、
　方眼線は複数のセグメントにより表示され、
　クロップ範囲と方眼線との両方を表示するときに、クロップ範囲を表示するとともに、
クロップ範囲内だけで方眼線を表示するように前記セグメントの点灯及び消灯を制御する
制御手段を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、クロップ範囲と方眼線との両方を表示するときに、方眼線を構成する
線のうち、クロップ範囲に近接する線を表示しないように前記セグメントの点灯及び消灯
を制御することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　ＧＵＩ画面上でクロップ範囲の設定を行えるようにしたことを特徴とする請求項１又は
２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記表示装置はファインダ内の表示装置であることを特徴とする請求項１乃至３のいず
れか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　表示装置にクロップ範囲と方眼線とを表示することのできる撮像装置の制御方法であっ
て、
　クロップ範囲と方眼線との両方を表示するときに、クロップ範囲を表示するとともに、
クロップ範囲内だけで方眼線を表示するように、方眼線を表示するための複数のセグメン
トの点灯及び消灯を制御するステップを有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項６】
　コンピュータを、請求項１乃至４のいずれか１項に記載された制御手段として機能させ
るためのプログラム。
【請求項７】
　コンピュータを、請求項１乃至４のいずれか１項に記載された制御手段として機能させ
るためのプログラムを格納したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子スチルカメラ等の撮像装置、その制御方法、プログラム及びコンピュー
タ読み取り可能な記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラの高画素化が進み、クロップ撮影が可能な機種が増えつつある。
クロップ撮影では、撮像素子の一部分のみを写真として切りだすため、一本のレンズで望
遠効果が得られることに加え、データ量も減らすことができるメリットがある。クロップ
撮影が可能なデジタルカメラでは、クロップ範囲をファインダ内に表示し、撮影される範
囲をユーザに示す仕様になっているのが一般的である。
【０００３】
　クロップ撮影やアスペクト比の表示に関する参考文献として、例えば特許文献１には、
視野の大きさを変化可能なファインダにおいて、視野の変化に応じて、ファインダ内表示
部を移動させる技術が開示されている。また、例えば特許文献２には、像画像を設定アス
ペクト比にトリミングして記録するトリミング記録モードと、撮像画像を記録しつつ、ア
スペクト比情報を記録画像のヘッダに記録するアスペクト比付加記録モードとを選択でき
、前記トリミング記録モードでは、前記撮像画像のうちの、前記設定アスペクト比に含ま
れる範囲を表示し、前記アスペクト比付加記録モードでは、前記撮像画像に重ねて、前記
設定アスペクト比を示すアスペクト比表示を表示する技術が開示されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平５－１９３３３号公報
【特許文献２】特開２０１２－８０４２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　クロップ範囲を枠で表示し、且つ、方眼線の液晶表示を重ねて表示した場合、クロップ
範囲外にまで方眼の線が伸びてしまい、クロップ範囲が分かりづらくなる問題がある。先
行技術文献のようにファインダ内表示部を移動させても、クロップ範囲外に方眼線が表示
されたままだと分かりづらさは解消できない。また、記録モードに応じて表示の切り替え
の判定を行っても、撮影前に分かりづらければ、やはり問題は解決されない。
【０００６】
　本発明は上記のような点に鑑みてなされたものであり、クロップ範囲と方眼線との両方
を分かり易く表示できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の撮像装置は、表示装置にクロップ範囲と方眼線とを表示することのできる撮像
装置であって、方眼線は複数のセグメントにより表示され、クロップ範囲と方眼線との両
方を表示するときに、クロップ範囲を表示するとともに、クロップ範囲内だけで方眼線を
表示するように前記セグメントの点灯及び消灯を制御する制御手段を備えたことを特徴と
する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、クロップ範囲と方眼線との両方を分かり易く表示することが可能とな
る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施形態に係るデジタルカメラの構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態に係るデジタルカメラの外観を示す図である。
【図３】実施形態に係るデジタルカメラの処理動作を示すフローチャートである。
【図４】図３の方眼線表示処理の詳細を示すフローチャートである。
【図５】ＧＵＩ画面の例を示す図である。
【図６】ファインダ内でのクロップ範囲の表示例を示す図である。
【図７】ファインダ内でのクロップ範囲及び方眼線の表示例を示す図である。
【図８Ａ】セグメントを説明するための図である。
【図８Ｂ】セグメントを説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付図面を参照して、本発明の好適な実施形態について説明する。
　図１は、実施形態に係る撮像装置であるデジタルカメラの構成を示すブロック図である
。デジタルカメラ２００にはレンズユニット１００が装着される。なお、本実施形態では
レンズユニット１００が着脱自在の構成を説明するが、デジタルカメラにレンズが一体化
されたものでもよい。
【００１１】
　レンズユニット１００において、レンズ５は通常、複数枚のレンズから構成されるが、
ここでは簡略して一枚のレンズのみで示している。
　通信端子６は、レンズユニット１００がデジタルカメラ２００側と通信を行うための通
信端子であり、通信端子１０は、デジタルカメラ２００がレンズユニット１００側と通信
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を行うための通信端子である。レンズユニット１００は、通信端子６、１０を介してデジ
タルカメラ２００側のマイクロコンピュータ４０と通信し、内部のレンズシステム制御回
路４によって絞り駆動回路２を介して絞り１の制御を行い、ＡＦ駆動回路３を介してレン
ズ５の位置を変位させることで焦点を合わせる。マイクロコンピュータ４０は、通信端子
６、１０を介して、レンズユニット１００の開放絞り値及び最小絞り値を取得する。
【００１２】
　デジタルカメラ２００において、マイクロコンピュータ４０は、デジタルカメラ２００
に含まれる各部を制御する。マイクロコンピュータ４０は、不揮発性メモリ３８に記録さ
れたプログラムを、揮発性メモリ３９をワークメモリとして展開し、実行することで後述
する各種処理を実行する。
　ＡＥセンサ１５は、レンズユニット１００を通した被写体の輝度を測光する。
　ＡＦセンサ１１は、マイクロコンピュータ４０にデフォーカス量情報を出力する。マイ
クロコンピュータ４０は、それに基づいてレンズユニット１００を制御する。
【００１３】
　クイックリターンミラー１２は、露光の際にマイクロコンピュータ４０から指示されて
、不図示のアクチュエータによりアップダウンされる。撮影者は、ペンタプリズム１４と
ファインダ１６を介してフォーカシングスクリーン１３を観察することで、レンズユニッ
ト１００を通して得た被写体の光学像の焦点や構図の確認が可能となる。
　フォーカルプレーンシャッタ１７は、マイクロコンピュータ４０の制御で撮像素子２０
の露光時間を自由に制御できる。マイクロコンピュータ４０はシャッタ制御回路３６を介
してフォーカルプレーンシャッタ１７を制御する。
　光学フィルタ１８は一般的にローパスフィルタ等から構成され、フォーカルプレーンシ
ャッタ１７より入ってくる光の高周波成分をカットして、撮像素子２０に被写体像を導光
する。
　撮像素子２０は、一般的にＣＣＤやＣＭＯＳ等が用いられる撮像素子であり、レンズユ
ニット１００を通して撮像素子２０上に結像された被写体象を光電変換して電気信号とし
て取り込む。マイクロコンピュータ４０は、タイミング制御回路３２を介して撮像素子２
０の駆動タイミングを制御する。
【００１４】
　ＡＭＰ回路２１は、取り込まれた電気信号に対して、設定されている撮影感度に応じた
ゲインで撮影信号を増幅する。
　Ａ／Ｄ変換回路２２は、撮像素子２０によって電気信号に変換されたアナログ信号をデ
ジタル信号に変換する。
　画像処理回路２３は、Ａ／Ｄ変換回路２２によってデジタル信号に変換された画像デー
タに対して、フィルタ処理、色変換処理、ガンマー／ニー処理を行い、メモリコントロー
ラ２７に出力する。また、画像処理回路２３は、Ｄ／Ａ変換回路も内蔵しており、Ａ／Ｄ
変換回路２２によってデジタル信号に変換された画像データやメモリコントローラ２７に
より入力される画像データをアナログ信号に変換して液晶駆動回路２４を介して液晶表示
部２５に出力する。これらの画像処理回路２３による画像処理及び表示処理は、マイクロ
コンピュータ４０により切り替えられる。また、マイクロコンピュータ４０は、撮影画像
のカラーバランス情報に基づいてホワイトバランス調整を行う。液晶表示部２５は、画像
を表示するための背面モニタである。画像を表示するディスプレイであれば液晶方式に限
らず、有機ＥＬ等、他の方式のディスプレイであってもよい。
【００１５】
　メモリコントローラ２７は、画像処理回路２３から入力された未処理の画像データをバ
ッファメモリ２６に格納したり、画像処理済みの画像データを記録媒体２８に格納したり
する。また、メモリコントローラ２７は、逆にバッファメモリ２６や記録媒体２８から画
像データを取り込んで画像処理回路２３に出力する。また、メモリコントローラ２７は、
外部インタフェース２９を介して送られてくる画像データを記録媒体２８に格納したり、
逆に記録媒体２８に格納されている画像データを外部インタフェース２９を介して外部に
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出力したりする。外部インタフェースとしては、ＵＳＢ、ＩＥＥＥ、ＨＤＭＩ（登録商標
）等のインタフェースが例として挙げられる。記録媒体２８は、メモリカード等の着脱可
能な記録媒体である。ただし、内蔵メモリであってもよい。
【００１６】
　電源制御回路３５は、ＡＣ電源部３０又は２次電池部３１より供給され電源を制御する
。電源制御回路３５は、マイクロコンピュータ４０から指示を受けて電源のオンオフを行
う。また、電源制御回路３５は、電源状態検知回路３４により検知された現在の電源状態
の情報や電源種類検知回路３３により検知された現在の電源の種類の情報をマイクロコン
ピュータ４０に通知する。
　光学フィルタ振動制御回路３７は、光学フィルタ１８に接続されている圧電素子１９を
振動させる。マイクロコンピュータ４０は、振動の振幅、振動時間、振動の軸方向をそれ
ぞれ所定の値で圧電素子１９を振動させるように指示する。
　不揮発性メモリ３８は、ユーザが任意に設定したシャッタ速度、絞り値、撮影感度等の
設定値やその他の各種データを撮像装置に電源が入れられていない状態でも保存すること
ができる。
　揮発性メモリ３９は、撮像装置の内部状態や着脱可能な記録媒体２８の情報等、一時的
に記憶しておきたいデータを保存しておく。
【００１７】
　ファインダ内液晶表示部４１は、ファインダ内液晶駆動回路４２を介して、現在オート
フォーカスが行われている測距点を示す枠や、クロップマスク表示、クロップ範囲を示す
枠、方眼線等を表示する。
　ファインダ外液晶表示部４３は、ファインダ外液晶駆動回路４４を介して、シャッタ速
度や絞りをはじめとするカメラの様々な設定値を表示する。
　操作部７０は、ユーザからの操作を受け付ける入力部としての各種操作部材である。操
作部７０には、後述する図２に示す各種操作部材が含まれる。
【００１８】
　図２（ａ）は、デジタルカメラ２００の正面側の外観を示す図であり、図２（ｂ）は、
デジタルカメラ２００の背面側からの外観を示す図である。図１と共通する部分は、同じ
符号を付す。
　レリーズ釦２０１は、撮影の準備指示及び撮影指示を行うための操作部材である。レリ
ーズ釦２０１を半押しすることで、被写体の輝度の測定や合焦を行う。また、レリーズ釦
２０１を全押しすることで、シャッタが切られ画像の撮影が行われる。
　メイン電子ダイヤル２０２は、回転操作部材であり、ユーザはメイン電子ダイヤル２０
２を回すことでシャッタ速度や絞り等の設定値の設定を行ったり、拡大モードでの拡大倍
率の微調整を行ったりする。
　サブ電子ダイヤル２０３は、回転操作部材であり、ユーザはサブ電子ダイヤル２０３を
回すことで絞りや露出補正等の設定値の設定を行ったり、画像表示状態での画像の１枚送
り操作を行ったりする。
　電源スイッチ２０４は、電源のＯＮ及びＯＦＦを行うための操作部材である。
　プロテクト釦２０５は、撮像装置内外の記録媒体に保存されている画像に対して、プロ
テクトやレーティングといった処理を施すための操作部材である。
　メニュー釦２０６は、各種設定画面を液晶表示部２５に表示させるための操作部材であ
る。
　削除釦２０７は、撮像装置内外の記録媒体に保存されている画像に対して、削除を指示
するための操作部材である。
　拡大モード釦２０８は、再生状態において、拡大モードへの遷移指示（拡大モードの開
始指示）、及び拡大モードから抜ける指示（拡大モードの終了指示）を行うための操作部
材である。
　再生指示釦２０９は、撮像装置内外の記録媒体に保存されている画像を液晶表示部２５
に表示させるための操作部材である。
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　測距点選択釦２１０は、オートフォーカスの開始ポイントである測距点を選択するモー
ドに入るための操作部材である。
　マルチコントローラ２１１は、オートフォーカスの開始ポイントである測距点の設定を
行ったり、拡大画像表示状態において、拡大枠（拡大している範囲）の移動を行ったりす
るための複数方向に操作可能な操作部材である。
　ＷＢ／測光モード選択釦２１３は、ＷＢ（ホワイトバランス）と測光モードを選択する
モードに入るための操作部材である。撮像装置がこのモードに入っているときに、メイン
電子ダイヤル２０２を操作することで測光モードの変更が行われ、サブ電子ダイヤル２０
３を操作することでＷＢモードの変更が行われる。
【００１９】
　以下、クロップ範囲、方眼線を設定したときの表示手法について説明する。本実施形態
では、クロップ範囲設定が無しのとき、クロップ範囲をＡＰＳＨサイズとしたとき、クロ
ップ範囲をＡＰＳＣサイズとしたときの表示について説明する。
　図３は、実施形態に係るデジタルカメラ２００の処理動作を示すフローチャートである
。
　ステップＳ１００で、マイクロコンピュータ４０は、電源スイッチ２０４が電源ＯＮに
なっているか否か判定する。電源ＯＮになっていればステップＳ１０１に進み、電源ＯＮ
になっていなければ本処理を終了する。
【００２０】
　ステップＳ１０１で、マイクロコンピュータ４０は、不揮発性メモリ３８に設定されて
いるクロップ範囲の設定値を取得する。ユーザは、図５（ａ）に示すＧＵＩ画面５０１上
でクロップ範囲の設定を行い、不揮発性メモリ３８に保存することができる。
　ステップＳ１０２で、マイクロコンピュータ４０は、ステップＳ１０１において取得し
たクロップ範囲設定よりクロップ範囲が設定されているか否かを判定する。クロップ範囲
が設定されていればステップＳ１０３に進み、クロップ範囲が設定されていなければステ
ップＳ１０４に進む。
　ステップＳ１０３で、マイクロコンピュータ４０は、クロップ範囲を表示するようにフ
ァインダ内液晶駆動回路４２を制御する。ステップＳ１０１において取得したクロップ範
囲がＡＰＳＨであれば、ファインダ１６内には、図６（ａ）に示すように、ＡＰＳＨのク
ロップ範囲が枠６０１で表示される。図８Ｂ（ｆ）に、ＡＰＳＨサイズのクロップ範囲の
枠を表示するためのセグメントを示す。また、ステップＳ１０１において取得したクロッ
プ範囲がＡＰＳＣであれば、ファインダ１６内には、図６（ｂ）に示すように、ＡＰＳＣ
のクロップ範囲が枠６０２で表示される。図８Ｂ（ｇ）に、ＡＰＳＣサイズのクロップ範
囲の枠を表示するためのセグメントを示す。
【００２１】
　ステップＳ１０４で、マイクロコンピュータ４０は、不揮発性メモリ３８に設定されて
いる方眼線表示設定の設定値を取得する。方眼線表示設定は、方眼線をファインダ１６内
に表示するか否かを設定する設定値である。ユーザは、図５（ｂ）に示すＧＵＩ画面５０
２上で方眼線表示設定を行い、不揮発性メモリ３８に保存することができる。
　ステップＳ１０５で、マイクロコンピュータ４０は、ステップＳ１０４において取得し
た方眼線表示設定が、方眼線を表示する設定になっているか否かを判定する。方眼線を表
示する設定になっていればステップＳ１０６に進み、方眼線を表示する設定になっていな
ければ本処理を終了する。
　ステップＳ１０６で、マイクロコンピュータ４０は、方眼線表示処理を行う。この方眼
線表示処理の詳細は図４を用いて後述する。
【００２２】
　次に、ステップＳ１０６の方眼線表示処理の詳細を説明する。
　図４は、ステップＳ１０６の方眼線表示処理の詳細を示すフローチャートである。
　ステップＳ２００で、マイクロコンピュータ４０は、ステップＳ１０１において取得し
たクロップ範囲設定よりクロップ範囲が設定されているか否かを判定する。クロップ範囲
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が設定されていればステップＳ２０１に進み、クロップ範囲が設定されていなければステ
ップＳ２０２に進む。
【００２３】
　ステップＳ２０１で、マイクロコンピュータ４０は、設定されているクロップ範囲内だ
けで方眼線を表示するようにファインダ内液晶駆動回路４２を制御する。
　ここで、図８Ａ（ａ）～（ｆ）及び図８Ｂ（ａ）～（ｅ）に、方眼線を表示するための
セグメントの配置を示す。
　図７（ｂ）に、ステップＳ１０１において取得したクロップ範囲設定がＡＰＳＨである
場合の表示例を示す。方眼線を表示するために、マイクロコンピュータ４０は、図８Ａ（
ａ）、（ｂ）、（ｄ）、（ｅ）、図８Ｂ（ａ）、（ｃ）、（ｆ）のセグメントを点灯する
ように、ファインダ内液晶駆動回路４２を制御する。
　また、図７（ｄ）に、ステップＳ１０１において取得したクロップ範囲設定がＡＰＳＣ
である場合の表示例を示す。方眼線を表示するために、マイクロコンピュータ４０は、図
８Ａ（ａ）、（ｄ）、図８Ｂ（ｇ）のセグメントを点灯するように、ファインダ内液晶駆
動回路４２を制御する。ここで、図７（ｄ）の表示では、クロップ範囲の枠と方眼線とが
近接して、見えづらくなっていることが分かる。
【００２４】
　ステップＳ２０２で、マイクロコンピュータ４０は、撮像範囲全体まで方眼線を表示す
るようにファインダ内液晶駆動回路４２を制御する。
　図７（ａ）に、撮像範囲全体まで方眼線を表示した例を示す。方眼線を表示するために
、マイクロコンピュータ４０は、方眼線を表示するための全セグメント、すなわち図８Ａ
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）、（ｆ）、図８Ｂ（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（
ｄ）、（ｅ）のセグメントを点灯するように、ファインダ内液晶駆動回路４２を制御する
。
【００２５】
　ステップＳ２０３で、マイクロコンピュータ４０は、ステップＳ１０１において取得し
たクロップ範囲の枠と方眼線とが近接しているか否かを判定する。近接していればステッ
プＳ２０４に進み、近接していなければ本処理を終了する。
　ステップＳ２０４で、マイクロコンピュータ４０は、クロップ範囲の枠に近接している
方眼線のセグメントを消灯するようにファインダ内液晶駆動回路４２を制御する。図７（
ｄ）に示すように、クロップ範囲の枠と方眼線とが近接している状態から、マイクロコン
ピュータ４０は、図８Ａ（ｄ）のセグメントを消灯するようにファインダ内液晶駆動回路
４２を制御する。これにより、図７（ｃ）に示すように、クロップ範囲の枠と近接する方
眼線のセグメントが消去され、すなわち方眼線を構成する線のうち、クロップ範囲に近接
する線が表示されなくなり、クロップ範囲と方眼線との両方を分かり易く表示することが
できる。
【００２６】
　なお、図３、図４で説明した制御は１つのハードウェアが行ってもよいし、複数のハー
ドウェアが処理を分担することで、装置全体の制御を行ってもよい。
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれら特定の実施形態
に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発明に含ま
れる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、各実施形
態を適宜組み合わせることも可能である。
　本発明は、上述した実施形態においては、本発明をデジタルカメラに適用した場合を例
にして説明したが、これはこの例に限定されず、表示装置にクロップ範囲と方眼線とを表
示することのできる撮像装置であれば適用可能である。
【００２７】
（その他の実施例）
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
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ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００２８】
　２００：デジタルカメラ、１６：ファインダ、２０：撮像素子、３８：不揮発性メモリ
、３９：揮発性メモリ、４０：マイクロコンピュータ、４２：ファインダ内液晶駆動回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８Ａ】 【図８Ｂ】
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